


『自分の好きな活動を見つける、又は、更に探求することで、

自分の「みらい」を「ハッケン」してほしい』

『子どもたちが新たな世界・可能性に出会うきっかけに繋げたい』

その思いを込めたプロジェクト。

所得制限を設けず、全小中学生を対象に体験の機会提供を軸とした

教育バウチャー事業は、全国初の取組であり、

⾧野市は、新たなチャレンジを始めました。

事業のきっかけ



ポイント利用期間 令和７年４月７日 から 令和８年３月31日 まで

対象者 及び 配布額

・子ども一人あたり年間３万円分の電子ポイントを配布

・市内に居住している小学１年生から中学３年生までの子ども

体験プログラム（単発型）

団体・個人が提供する単発のプログラム

 自然体験・社会体験

 スポーツ・運動

 文化・芸術

 無料プログラム
（企業の社会貢献活動によるプログラムなど）

習い事（継続型）

習い事事業者等が提供する継続的なサービス

 文化・芸術教室

 スポーツ教室・スポーツチーム

 学習教室
※中学生のみ

 フリースクール、発達支援

ポイント利用方法 市の登録を受けた体験プログラムや習い事の参加費用などに利用

事業の概要



ポイント利用の状況利用登録の状況

令和７年度の登録・利用状況（３月31日）

対象者26,843人のうち、23,419人（87.2％）が登録済み

登録済みの児童生徒のうち、小・中学生の内訳は、

小学生 14,922人（小学生全体の87.0％）

中学生 8,497人（中学生全体の87.7％）

19,525人のポイント利用件数合計は 56,270件。内訳は、

体験プログラム 18,767件

習い事 37,503件

対象者26,843人のうち、19,525人（72.7％）が利用済み

87.2％

実施済

■本登録実施率

72.7％

利用者

■ポイント利用率

令和６年度最終

48.3％

令和６年度最終

81.4％
実施済

67.9％
利用者



ジャンル別利用件数（３月31日）

11,653 件

4,383 件

4,259 件
3,610 件

3,465 件

2,520 件

1,904 件

1,708 件
1,153 件

6,979 件アート・創作

2,692 件科学・プログラミング

2,623 件料理・お菓子作り

2,420 件ウィンタースポーツ

863 件その他スポーツ

640 件日本文化

528 件自然体験

477 件球技

282 件芸術鑑賞

262 件水泳

234 件社会体験

173 件自然

120 件外国文化・外国語会話

119 件体操

114 件演劇・芸能

111 件ダンス・バレエ・舞踊

62 件音楽

31 件武道・格闘技

21 件その他

15 件陸上競技

1 件その他文化芸術

利用件数 18,767件

体験プログラムの利用状況

利用件数 37,503件

11,653 件球技

4,383 件学習

4,259 件外国文化・外国語会話

3,610 件音楽

3,465 件体操

2,520 件日本文化

1,904 件水泳

1,708 件ダンス・バレエ・舞踊

1,153 件武道・格闘技

765 件その他

752 件アート・創作

467 件科学・プログラミング

465 件その他スポーツ

135 件陸上競技

100 件料理・お菓子作り

95 件ウィンタースポーツ

35 件自然体験

17 件芸術鑑賞

11 件自然

6 件社会体験

習い事の利用状況

6,979 件

2,692 件
2,623 件

2,420 件

863 件

640 件
528 件

477 件



●全ての小中学生が本プロジェクトに参加できるようきめ細やかなサポート体制を構築

地域コーディネーターの活動

※体験プログラム等
提供事業者

参画
パートナー

運営
事務局

利用者

地域
コーディネーター

情報周知/
趣旨説明

ポイント利用

サービス/
プログラム提供

協働

利用等の相談

地域の
支援機関

ソーシャル
ワーカー

連携協力

連携協力
・子どもの課題、
ニーズのヒアリング

・対象者への事業周知、
説明依頼（利用促進）

・支援施設への訪問、
現地説明

相談支援・利用サポート
・コールセンターへの相談対応
・保護者へ利用希望アンケート配布、ニーズ調査
・特性に応じたプログラムの構築、紹介

連携協力
・利用先開拓
・プログラム構築の依頼
・相談者の情報を共有

＜令和７年度コーディネート事例＞

〇障がい児向けの体験づくりを目指す事業者に

保護者の声をつないで企画を調整

『事業者へ保護者からの「感触的な遊び方が

得意」という声を届けることで、企画内容を

自然に触れ合う内容を中心に調整してもらった』

〇事業者同士の交流とマッチングで

新たな体験活動の創出を後押し

『参画パートナー同士の交流機会を確保し、

事例共有や協働のきっかけを提供することで

事業者が持つ既存サービスを掛け合わせた新し

い体験プログラムの創出』


